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多摩市ひまわり教室運営業務受託候補者選定に関する審査基準書 

 

１．審査方針 

「多摩市ひまわり教室運営業務受託候補者選定」における事業者選定のための審査は、多摩市ひ

まわり教室運営業務受託候補者選定審査委員会（以下「審査会」という。）において、次の視点により

行う。 

 

２．第一次審査の進め方 

第一次審査は、提出された書類に基づき、法人の運営基盤、財務状況、組織及び運営体制、運営

実績、事業の多様性並びに保育・療育に対する取組等について、書面による審査を行う。 

 

(1)審査方法 

下記の審査項目及び審査事項について書面により審査を行い、審査項目 1及び 2 は事務局がそれ

ぞれ 40点満点で評価し、審査項目 3から 6までは各審査委員がそれぞれ 5点満点で評価する。事務

局による評価点の合計 80 点と、各審査委員による評価点の合計 160 点を合算した 240 点満点を、

当該応募事業者の第一次審査評価点とする。 

 

第一次審査評価点が最低基準点以上である者のうち、得点が高い順に上位 3者までを第一次審査

通過者として第二次審査の対象とする。なお、第一次審査における次席者は設定せず、同点となり順位

を決定する必要がある場合は審査委員の投票により決し、投票においても同数の場合は委員長が決す

る。 

 

ア 審査基準点 

合計 ２４０点 

審査者 審査項目 合計配点 最低基準点 

事務局 １法人の基本情報・運

営基盤 

４０点満点 

 

１２０点 

（全得点の合計２４０

点の５０％） ２法人の財務健全性・

経営安定性 

４０点満点 

 

審査会 ３法人の組織概要・運

営体制 

４０点満点 

（５点×委員８名） 

４運営実績・事業経験 ４０点満点 

（５点×委員８名） 

５事業の多様性・総合

力 

４０点満点 

（５点×委員８名） 

６専門性・保育・療育

への取組姿勢 

４０点満点 

（５点×委員８名） 
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※審査項目 1及び 2の評価点は事務局が算出し、各審査委員の評価点の合計に加算する。 

 

イ 審査項目及び審査事項（一次審査） 

●１・２の項目の評価基準（事務局採点）  

４０点…特に優れている ３２点…優れている ２４点…普通 １６点…やや劣っている ８点…劣って

いる 

●３～６の項目に対する評価基準（各委員採点） 

５点…特に優れている ４点…優れている ３点…普通 ２点…やや劣っている １点…劣っている 

審査項目 審査事項 配点

内訳 

法
人
の
運
営
状
況 

1 法人の基本情報・

運営基盤 

定款又は法人の登記簿謄本により、次の事項を確認する。 

・法人の目的及び事業内容が、本業務の実施に適したも

のであるか 

・役員の人数、役割分担、監査体制等が適切であるか 

・提出書類が最新の法人情報を反映したものであるか 

40 

2  法人の財務健全

性・経営安定性 

過去 3 か年の決算書等財務状況確認書類により、次の事

項を確認する。 

・経常収支の安定性（黒字/赤字の推移） 

・自己資本比率・流動比率など財務健全性指標 

・収益構造の安定性（特定収入への依存度） 

・債務超過の有無 

・継続的な事業運営能力（資金繰りの安全性） 

40 

3 法人の組織概要・

運営体制 
 

法人概要により、次の事項を確認する。 

・設立経緯・理念の明確性 

・事業規模（職員数・拠点数） 

・障害福祉事業の実績年数 

・地域における活動実績・評価 

・組織体制（指揮命令系統・管理体制の明確性） 

・人材確保・育成方針 

40 

4 運営実績・事業経

験 
 

法人の運営状況により、次の事項を確認する。 

・児童発達支援センター事業の運営実績の内容・年数 

・利用者数・支援実績の規模 

・サービスの質（第三者評価・利用者満足） 

・法令遵守体制（内部監査・事故報告体制） 

・苦情対応・リスクマネジメント体制 

40 
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5 事業の多様性・総

合力 
 

法人が実施する事業・施設等に関する書類により、次の事

項を確認する。 

・障がい児支援事業の種類と実績 

・他分野（保育・就労支援等）との連携可能性 

・地域資源とのネットワーク構築状況 

・パンフレット等による情報発信力 

40 

6 専門性・保育・療育

への取組姿勢 
 

法人の保育・療育に対する取組や特色に関する書類によ

り、次の事項を確認する。 

・療育方針の明確性（エビデンス・理論的裏付け） 

・専門職配置（PT・OT・ST・心理職等） 

・家族支援・保護者支援の取り組み 

・保育・療育に対する考え方や特色、独自の取組み等 

40 

 

３．第二次審査の進め方 

第二次審査は、第一次審査通過者から提案書に基づくプレゼンテーションを受け、併せてヒアリ

ングを行った上で、提案内容の的確性及び実効性について、審査会が評価を行う。 

 

(1)審査方法 

第一次審査通過者からプレゼンテーションを受け、併せてヒアリングを行った上で、下記の審査項

目について評価する。審査項目 1から 5 まで及び 7 は各審査委員が評価し、各審査委員の評価点

の合計 1,200点と、事務局が算出する審査項目 6の価格点 160点を合算した 1,360点満点を、

当該応募事業者の第二次審査評価点とする。 

 

ア 第二次審査の配点 

合計 １,３６０点 

審査項目 配点 最低基準点 

１ 委託業務実施についての基本理念・基本方

針 

２００点満点 

（２５点×委員８名） 

二次審査単独

での最低基準点

は無い。 ２ 委託業務に従事する職員 ２４０点満点 

（３０点×委員８名） 

３ 委託業務実施に当たっての内容及び方法 ３２０点満点 

（４０点×委員８名） 

４ 運営管理・安全管理・虐待対応 ２４０点満点 

（３０点×委員８名） 

５ 地域の児童発達支援の拠点としての役割 ８０点満点 

（１０点×委員８名） 
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６ 提案価格 １６０点満点 

（事務局採点） 

７ 委託開始準備及び受託期間終了時の次期受

託者への引継ぎ方法 

１２０点満点 

（１５点×委員８名） 

※審査項目 6の価格点は事務局が算出し、各審査委員の評価点の合計に加算する。 

 

イ 審査項目及び審査事項（第二次審査） 

評価基準委員 1 名あたり・・・５点…特に優れている ４点…優れている ３点…普通 ２点…やや劣っ

ている １点…劣っている 

※大項目５については１０点満点 

評価基準委員 1 名あたり・・・１０点…特に優れている ８点…優れている ６点…普通 ４点…やや劣

っている ２点…劣っている 

 

審査者 大項目 評価項目 配点

内訳 

審査会  １ .委託業務実

施についての基

本理念・基本方

針について 

① 児童福祉法・障害児支援の理念（インクルージョン・

最善の利益）の理解度 

40 

② 児童発達支援センターの役割（地域中核機能）の

理解 

40 

③ 利用児童・家族中心の視点の具体性 40 

④ 地域課題を踏まえた方針になっているか 40 

⑤ 法令遵守・倫理観（権利擁護）の考え方 40 

 ２ .委託業務に

従事する職員に

ついて 

① 管理者・児童発達支援管理責任者等の配置の妥当

性 

40 

② 専門職（OT・ST・心理等）の配置計画 40 

③ 経験年数・専門性のバランス 40 

④ 人材確保・採用計画の実現性 40 

⑤ 研修・スキル向上体制（年間計画） 40 

⑥ 定着・離職防止策について 40 

３.委託業務実施

にあたっての内容

及び方法につい

て 

① グループ療育（1 日クラス、午後クラス）及び個別療

育の運営方法について 

40 

② 食育及び食事支援について（食事提供への対応、ア

レルギー等の対応、食品衛生責任者の配置） 

40 
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③ 個別支援計画作成・モニタリングの実施方法 40 

④ 5 領域（「健康・生活」「運動・感覚」「認知・行動」

「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」）に

基づく支援の実施方法について 

40 

⑤ 家族支援の方法・内容（相談・ペアレントトレーニン

グ等） 

40 

⑥ 移行支援（園・学校との連携） 40 

⑦ 支援記録・情報共有方法の適切性 40 

⑧ 預かり保育の実施体制 40 

４ .運営管理・安

全管理・虐待対

応について 

① 運営管理体制（責任系統・意思決定の明確性） 40 

② リスク管理（事故・ヒヤリハット対応）の体制 40 

③ 感染症対策・災害対策の具体性 40 

④ 虐待防止体制（委員会・研修・通報ルート） 40 

⑤ 苦情対応体制の整備状況 40 

⑥ 個人情報保護・守秘義務対策 40 

５.地域の児童発

達支援の拠点と

しての役割の提

案について 

① 地域全体の児童発達支援を充実させるための新た

な事業提案 

80 

事務局 ６.提案価格 ① 提案価格による評価基準により事務局が算出 160 

審査会 ７.委託開始準備

と受託期間終了

時の次期受託者

への引継ぎ方法

について 

① 開設準備スケジュールの具体性 40 

② 記録・個別支援情報の引継ぎ方法 40 

③ 次期受託者への引継ぎ体制（療育継続方法） 40 

 

  

(２) 提案価格による評価基準 

   落札率＝5か年の提案価格総額÷契約目途額 

   価格点＝（1－落札率）×640 

※落札率が 0.75を下回る場合は、落札率を 0.75 として算定する。 

※価格点は 160点を上限とする。 



 6 

※契約目途額を超える見積金額を提出した事業者は失格とする。 

※価格点に小数点以下が生じた場合は、小数点第 2位を四捨五入し、小数点第 1位までとする。 

※事務局が算出した価格点は、各審査委員の評価点の合計に加算する。 

 

４．評価点の算出 

第一次審査評価点 240 点と第二次審査評価点 1,360 点を合算した 1,600 点満点を最終総合評

価点とする。一次審査と二次審査の全得点の合計 1,600 点の 60％の 960 点を全体の最低基準点と

する。最終総合評価点が最低基準点である 960 点以上の者について、得点が高い順に順位付けを行い、

最も得点が高い者を最適受託候補者とし、次に得点が高い者を次席者とする。 

 

なお、審査対象事業者が1者の場合も最低基準点を適用し、最終総合評価点が最低基準点未満の場

合は選定しない。同点となり順位を決定する必要がある場合は審査委員の投票により決し、投票において

も同数の場合は委員長が決する。 

 

５．審査結果の通知 

選定結果は、指名業者選定委員会への報告及び承認後、全ての応募者に文書で通知するとともに、最

適受託候補者及び次席者の法人名及び所在地を多摩市公式ホームページに掲載する。 


